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9-1 比較経営分析 

 

【経営羅針盤（R）】－【比較経営分析（1）】 

各月の経営状態を「収益力」「活動性」「安全性」「費用効率」「生産性」の 5 つの角度から分析し、「過

去 3 ヶ月」「当期平均」「前期平均」など 8 種類の平均値と比較します。比較の結果、良好な項目と注

意が必要な項目にはアイコンが付きます。注意が必要な項目の内訳を確認し、さらに原因となる科

目の元帳までジャンプして差異の発生原因の確認に役立てます。分析に必要な設定は【分析（A）】

－【3 期比較経営分析表（5）】の集計科目登録・従業員数登録で行います。印刷機能はありません。 

 

 

 

■期間選択 

比較経営分析を行う月を選択します。 

 

■表示 

「アイコン」「比率」から選択します。「アイコン」を選択すると、良好な項目と注意が必要な項目にアイ

コンが表示されます。「比率」を選択すると、各分析項目の計算結果が数値で表示されます。 
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■支店選択 

本支店管理を行うデータの場合に表示されます。帳票を表示する本支店を選択します。本支店グル

ープを作成すればグループもリストに表示されます。「法人全体」を選択すれば全て合算した全体の

集計となります。 

 

■部門選択 

部門管理を行うデータの場合のみ表示されます。帳票を表示する部門を選択します。部門グループ

を作成すればグループもリストに表示されます。「選択なし」を選択すれば全て合算した全体の集計

となります。 

 

■配賦 

部門管理を行うデータで登録した部門を指定した場合に表示されます。チェックを付けると、共通部

門の残高が【初期(S)】－【部門設定(2)】で登録された配賦率に基づき選択した部門に配賦されま

す。 

 

■設定 

各分析項目および勘定科目の評価範囲を設定する場合や、比較対象の並び順を指定する場合に

使用します。ボタンを押すと[設定]画面が表示されます。 

 

■F5：内訳表示 

比率表示の場合のみ有効です。選択した分析項目の内訳画面を表示する場合に使用します。 
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比較経営分析の設定 

「設定」ボタンを押すと比較経営分析を行うための設定画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

■分析項目評価設定 

各分析項目の「注意」と「良好」の評価範囲を指定し

ます。アイコン表示の場合はここで指定した範囲を

超えると分析項目に傘（注意）、晴れ（良好）のアイコ

ンが表示されます。 

 

 

 

 

 

■科目評価設定 

勘定科目ごとに「注意」と「良好」の評価範囲を指定

します。分析項目をダブルクリックして表示する内訳

画面で、ここで指定した範囲を超えると勘定科目に

傘（注意）、晴れ（良好）のアイコンが表示されます。 

 

 

 

 

 

■比較順 

「上へ」「下へ」をクリックすると選択した比較対象の

順番を調整できます。重要度の高いものを上へ寄

せると、「当月」との比較がしやすくなります。 
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9-2 予実対比変動損益計算書 

 

【経営羅針盤（R）】－【予実対比変動損益計算書（2）】 

選択した期間の実績と予算を変動損益計算書形式で比較します。実績は元帳へジャンプし仕訳明

細の確認をすることができます。また、当初予算の見直しができるシミュレーション機能があり、シミュ

レーション値（仮予算）を本予算として【分析（A）】－【予算登録（Ｆ）】へ反映させることができます。 

 

■期間選択 

集計期間を選択します。単月をクリックして指定、またはドラッグして複数月を指定します。 

 

■支店選択 

本支店管理を行うデータの場合に表示されます。帳票を表示する本支店を選択します。本支店グル

ープを作成すればグループもリストに表示されます。「法人全体」を選択すれば全て合算した全体の

集計となります。 

 

■部門選択 

部門管理を行うデータの場合のみ表示されます。帳票を表示する部門を選択します。部門グループ

を作成すればグループもリストに表示されます。「選択なし」を選択すれば全て合算した全体の集計

となります。 

 

■配賦 

部門管理を行うデータで、登録した部門を指定した場合に表示されます。チェックを付けると、共通

部門の残高が【初期(S)】－【部門設定(2)】で登録された配賦率に基づき選択した部門に配賦されま

す。 

 

■設定 

科目内訳タブで表示する各勘定科目の評価範囲を設定する場合に使用します。ボタンを押すと[設

定]画面が表示されます。 
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要約グラフ 

 

予実対比変動損益計算書（構成グラフと表）と、売上・変動費・限界利益・固定費・営業利益の推移

グラフ（折れ線グラフ）が表示されます。 

 

 

■実績／予算 

構成グラフの表示を切り替える場合に使用します。 

 

■売上／変動費／限界利益／固定費／営業利益 

推移グラフ（折れ線グラフ）の表示を切り替える場合に使用します。 

 

■累計／発生 

推移グラフ（折れ線グラフ）の残高の集計区分を切り替える場合に使用します。 

 

■Ｆ5：予算読込 

【分析（A）】－【予算登録（Ｆ）】に登録されている予算を読み込む場合に使用します。 

 

■Ｆ6：予算書込 

科目内訳タブの「Ｆ4：予算設定」ボタンを押し、予算シミュレーション値を本予算として【分析（A）】－

【予算登録（Ｆ）】に登録する場合に使用します。支店選択で「法人全体」、および部門選択で「選択

なし」または部門グループを選択している場合は使用できません。 
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科目内訳 

 

実績および予算を科目ごとに集計します。各勘定科目評価欄のマークを参考に、「Ｆ4：予算設定」ボ

タンを押すと仮予算登録画面が表示され、予算見直しのシミュレーションを行うことができます。 

 

 

■Ｆ3：元帳 

選択科目の元帳へジャンプします。ジャンプ先の元帳は、選択した消費税区分（税込／税抜）およ

び集計区分（累計／発生）で集計された状態になっています。 

 

■Ｆ4：予算設定 

予算シミュレーションを行う場合に使用します。ボタンを押すと[予算登録（シミュレーション）]画面が

表示されます。予算シミュレーション値を本予算として【分析（A）】－【予算登録（Ｆ）】に登録する場合

は、要約グラフタブへ切り替え「Ｆ6：予算書込」ボタンを押します。 
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予実対比変動損益計算書の設定 

「設定」ボタンを押すと予実対比を行うための設定画面が表示されます。 

 

 

 

 

■科目評価設定 

勘定科目ごとに「注意」と「良好」の評価範囲を指定

します。分析項目をダブルクリックして表示する内訳

画面で、ここで指定した範囲を超えると勘定科目に

傘（注意）、晴れ（良好）のアイコンが表示されます。 

 

 

 

予算シミュレーションと本予算登録までの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

①初めて予実対比変動損益計算書メニューを開く

場合は、「Ｆ5：予算読込」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

②予算読込確認画面が表示されます。「はい」を押

します。【分析（A）】－【予算登録（Ｆ）】に登録され

ている予算が読み込まれます。 
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③予算と実績が変動損益計算書形式で比較されま

す。比較の結果、評価欄に注意マークや良好マ

ークが表示されます。科目内訳タブに切り替える

か、評価マークの項目行をダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

④科目内訳画面が表示されます。勘定科目ごとに

評価マークが表示されます。予算シミュレーショ

ンを行う科目を選択し「Ｆ4：予算設定」ボタンを押

します。 

 

 

 

 

 

⑤[予算登録（シミュレーション）]画面が表示されま

す。当初予算を見直す場合、各月の予算数値を

手入力や「Ｆ3：実績比」「Ｆ4：年間予算」ボタンを

押して登録します。 

 

 

 

 

 

⑥[予算登録（シミュレーション）]画面を閉じます。閉

じる際に[予算の登録]画面が表示されます。仮

予算として変更値を保存する場合は「はい」を押

します。 

※この段階ではまだ本予算としては登録されません。 
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⑦要約グラフタブへ切り替えます。仮予算を本予算

として登録する場合は「Ｆ6：予算書込」ボタンを押

します。 

※支店選択で「法人全体」、および部門選択で「選

択なし」または部門グループを選択している場合

は使用できません。 

 

 

 

⑧確認画面が表示されます。「はい」を押します。

【分析（A）】－【予算登録（Ｆ）】に登録されます。 
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